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恋は、 遠い日の花火ではない。

　８月１５日―。

　私の住む東京・大田区はこの日、多摩川河川敷で盛大な 「花火の祭典」 を催す。
「昭和５９年８月１５日に世界の恒久平和と人類の永遠の繁栄を願い、 平和都
市宣言」 を行ったという大義名分があるのだが、 早朝から巨大なブルーシートで席取
りし、 夕暮れともなれば雲霞（うんか）の如く押し寄せる人々が当面、 「恒久平和」
に無関心なのは当たり前で、 まあ、 そんな無頓着な風景こそ 「恒久平和」 の証しな
のかも知れない。

　戦後生まれだから、 もちろん戦争は知らないがそれでも子供の頃、 駅前にひしめくヤ
ミ市風景を微かに憶えている。 掘っ立て小屋の屋根たちは、 ひしゃげた焼けトタンで、
かさぶたのように地上を覆いその下を駆け回っている時、 ふと硝煙を嗅いだような気がし
た。

　国会議員が軽々に 「戦争」 を口にする時代になった。 為政者の、 つまらぬメンツの
張り合いでとばっちりを受けるのはいつも無名人、 花火を愛する庶民たちである。

　〈国をまもる〉 とか

　〈国益〉 とかいいます、

　そのときの 〈国〉 という言葉には、

　ぼくらの暮らしやいのちは

　ふくまれていないはずです。　　　（「花森安治　灯をともす言葉」河出書房新社発行）

　前置きが長くなった。 花火の話であった。

　日本人で初めて花火を見たのは１６１３年（慶長１８）駿府城の徳川家康と言
われている。 英国人が持ち込んだ中国製の花火で、 空中高く舞い上がるそれではな
く筒から火花が噴き出す手筒花火であったようだ。

　「徳川実記」 によれば三代将軍 ・ 徳川家光は大の花火好きで、 江戸城内にとどま
らず大川、 品川まで足を伸ばし見物、 花火作りを奨励した。 今日日（きょうび）恒
例の 「隅田川花火大会」、両国川開きは徳川吉宗時代の１７３３年（享保１８）
をルーツにしているのはご存じの通り。 それ以前から江戸大川端は毎年５月２８日か
ら８月２８日までの３カ月間、 掛け小屋、 茶店であふれ、 江戸庶民の、 夕涼み
のメッカであった。

　１９９０年代に放送されたテレビＣＭ、 「ＳＵＮＴＯＲＹ ＯＬＤ」 に、

　「恋は、 遠い日の花火ではない。」

　があった。 同僚たちとの、 気の置けない飲み会の帰り道。 同じ方向という理由で同
道する上司の背中にＯＬ（もはや死語か）が声を掛ける。 「課長の背中見るの好き
なんです」。 「やめろよ」 ―ＯＬの姿が遠のいたとき、 上司役の長塚京三がピョンと跳
ねる。 「恋は遠い日の花火じゃない」 のコピーが流れた。ＯＬ役は田中裕子。

　今ごろになって、 ちょっぴり甘酸っぱいＣＭなのである。 ご同輩︕

（2019 年 7 月 22 日更新）

◇「新聞に載らない内緒話」 執筆者のコラムがニッカンスポーツ ・ コムでも。
　「新聞に載らない内緒話」

　http://www.nikkansports.com/general/column/naisyo/news/
　※上記のＨＰ（ホームページ）からの原稿の転載はご遠慮ください。

★スポーツ、 芸能情報は日刊スポーツで。 ご購読申し込みはお近くの朝日新聞販売
店、 もしくは日刊スポーツ販売局フリーダイヤル　０１２０－８１－４３５６まで
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※当紙面に掲載している内容は券面記載内容の一部です。 詳しくは券面をご覧ください。

円山　応挙から近代京都画壇へ
東京藝術大学大学美術館／9月29日㈰まで／10名様

大観・春草・玉堂・龍子 -日本画のパイオニア -
山種美術館／8月 31日㈯～10月 27日㈰／10名様

マイセン動物園展
パナソニック汐留美術館／9月 23日㈪まで／10名様

みんなのレオ・レオーニ展
損保ジャパン日本興亜美術館／ 9月 29日㈰ 10名様

第 104回 二科展
国立新美術館／9月 4日㈬～9月 16日㈪／10名様

コートールド美術館展
東京都美術館／9月 10日㈫～10月 25日㈮／10名様

こどもの国
12月 30日㈪まで／10名様

秋場所日刊式星取表
10名様

君はどの大学を選ぶべきか
A5サイズ／10名様

お申込み方法は４ページにあります !!
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【ご愛読者プレゼント応募方法】
はがき、 FAX、 ホームページまたはメールにて受け付けています。 住所 ・ 氏名 ・ 電話番号、 および希望プレゼントを漏れなく
記入して下さい。 希望者多数の場合は抽選となりますので、 外れた場合の第二希望がありましたらそちらも併せてご記入下さ
い。 直接メールされる方は、 お手数ですがメールタイトルを 「プレゼント申し込み」 とご記入下さい（無題ですと、 迷惑メール
と判別して削除される事があります）。

①応募者多数の場合は抽選となります。
②発送を以って当選発表とさせていただきます。
③応募は、 一世帯一回までです。 複数応募された場合、 有効は一通のみとなります。

当選後の枚数追加や〆切日を過ぎた応募には、 チケット手配の都合上対応できかねますのであらかじめご了承ください。

応募〆切︓今月 10 日必着　宛先︓当誌４ページに記載
【個人情報の取り扱いについて】お預かりした個人情報は、当キャンペーンに利用するほか、当ＡＳＡを含む、朝日新聞グループ (当ＡＳＡ、および朝日新聞社、朝日新聞社のグループ企業 )において、以下の利
用目的で共同利用します。共同利用についての公表事項および共同利用者の範囲に含まれるグループ企業の一覧は、以下の個人情報保護方針の記載をご覧ください。（1）商品・サービスの配送、提供　（2）
商品・サービス・催し物の案内　（3）既存の商品・サービスの改善や、新しい商品・サービスの開発などのための調査　（4）提携企業等から提供された商品・サービス・催し物の案内およびプレゼントやア
ンケート類の送付　なお、配送や各種案内、調査には、電子メール、アプリ等の通知機能、電話回線、郵便物、メール便を含む宅配便、係員による訪問など、お客様に直接間接に接触する手段を用います。
○当ＡＳＡはお客様の個人情報を、法令および個人情報保護方針（http://www.all-asa.jp/kojin_info.htm）にしたがって安全かつ適切に取り扱います。


